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AT-2266の 臨床 的検討
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新 しく開発されたPyridonecarboxylic acid誘 導体であ るAT-2266を 呼吸器感染症7例,尿 路

感染症2例 に使用 した。投与量は1日600～900mgを1日3回 に分割 し,5～14日 間投与 した。 そ

の結果,臨 床効果は,著 効1例,有 効6例,や や有効2例,有 効率77.8%で あった。

副作用,臨 床検査につ いては異常 を認めたものはなかった。

AT-2266は新しく開発されたPyridonecarboxylic acid誘

導体である。本剤は殺菌的に作用し,グ ラム陽性 ・陰性菌に対

して抗菌力を示す広域合成抗菌剤である。 その抗菌力はこの系

統の薬剤の中では強い部類に属している1,2)。

今回,われわれは本剤について呼吸器感染症7例,尿 路感染

症2例に使用する機会を得たので,そ の臨床成績を報告する。

I.　対象な らびに方法

対象となった症例は昭和57年9月 か ら11月 までの当院

外来および入院中の患者9例(男 性4例,女 性5例)で

ある。年齢は13歳より88歳におよんでい る。感染症診断

名は気管支炎6例,咽 頭炎1例,膀 胱炎2例 で,6例 に

基礎疾患または合併症を認めた(Table 1)。

薬剤の投与方法については,呼 吸器感 染症 では本剤1

日量600～900mgを 毎食後経口投与 し,尿 路感染症では

本剤1日 量600mgを 毎食後経口投与 した。投与期間は,

呼吸器感染症で7～14日 間,尿 路感染症で5～6日 間で

あった。

臨床効果の判定は臨床症状 と検査成績 の改善を指標 と

し,本剤投与により速やかに改善を認 め,中 止後 も再発

をみないものを 「著効」,明らかに改善 のみ られた ものを

「有効」,改善がみられて も遅い ものを 「やや有効」,改

善のみられないものを 「無効」 と判定 した。細菌学的効

果の判定は,本 剤投与前後の起炎菌 の消長によ り,「 消

失」,「減少」,「不変」,「菌交代」 と判定 した。 また,本

剤投与による副作用ならびに臨床検査値 の異常 を検討 し

た。

II.　治 療 成 績

臨床効果はTable 2に 示す ごとく,気 管支炎 「著効」

1例 「有効」3例,「やや有効」2例
,咽 頭炎 「有効」1

例,膀 胱炎 「有効」2例 であった。細菌学 的効果は 「消

失」1例,「 減少」2例 ,「不 明」6例 であった。

症例1K.T .79歳,男 性,急 性気管支炎

昭和51年心筋梗塞の既往歴があり,合 併症として狭心症,陳

旧性心筋梗塞のあ る患者である。 昭和57年10月18日 よ り発熱,

咳嗽 および 喀痰を認めるよ うにな り当科を受診,10月21日 より

入院加療 し,AT-2266を1日 量900mg(7日 間)投 与 した。

投与開始 日38.2℃ あ った 発熱は4日 目に は37.0℃,7日 目 に

は平常体温の36.5℃ に改善 した。咳嗽,喀 痰お よび胸痛は4日

目頃よ り改善 し,6日 目には 消失 した。 投与開始 日 の 喀痰 で

Normal Flora,投 与後喀痰 な しにて 細菌学 的効果 は 「不 明」

と判定 した。 臨床効果 は 「有効」 と判定 した。 本剤投与に よる

副作用 および臨床検査値 の異常は認め られなか った。

症 例2S.K.76歳,女 性,急 性気管支炎

昭和57年9月1日 よ り咳嗽,喀 痰が出現,9月3日 外 来受診

した。発熱はな く,AT-2266を1日 量900mg投 与 した ところ,

翌 日よ り症状の改善がみ られ,6日 目には 咳嗽,喀 痰 ともに消

失 した。 投与前の喀痰からP.cepaciaが 分離 され,細 菌学的

効果は 「消失 」 と判定 した。 臨床効果は 「著効」 と判定 した。

本剤投与に よる副作用な らびに臨床検査値の異常 は 認められ な

かった。

症 例3Y.N.13歳,男 性,急 性気管支炎

昭和57年11月15日 より発熱(38,0℃),咳 嗽出現 し11月17日 当

科を受診 した。AT-2266を1日 量600mg投 与 した ところ,投

与開始 日の発熱(37.3℃)は3日 目には36.3℃ と平常体温にな

ったが,咳 嗽は7日 目も残 ってお り臨床効果 は 「やや有効 」 と

判定 した。 投与前後 の喀痰か らは起炎菌 は検 出されず,細 菌学

的効果は 「不明」 と判定 した。 本剤投与による副作用お よび臨

床検査値の異常は認められなか った。

症 例4T.0.69歳,男 性,慢 性 気管支炎

昭和6年 肺結核の既往,陳 旧性胸膜 炎の基礎疾患のあ る患者

で,昭 和57年8月 下旬咳嗽,喀 痰が出現 したため当科を受診 し

た。AT-2266を1日 量600mg投 与 した ところ,8日 目の診察

時 に症状の改善はみ られるが消失 しない た め,本 剤の投与を継

続 した。14日 目の臨床効果は 「有効」 であった。 喀痰か らの分

離菌は本剤投与前後で検 出で きず細菌学的効果 は 「不明」 と判

定 した。 本剤投与による副作用お よび臨床検査値の異常 は 認め
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Table 1 Clinical results with AT- 2266

Table 2 Clinical effects

られ なか った。

症例5Y.M.51歳,女 性,急 性咽頭炎

昭和57年11月8日 ころ咽頭痛,発 熱が出現し,11月10日 当科を

受診 した。AT-2266を1日 量900mg投 与 した ところ,投 与開

始 日の体温37.5℃ は7日 目には平常 の36.5℃ になった。 ほか の

症状は特 に認 められず,臨 床効果 は 「有効」 と判定 した。本剤

投与前後の咽頭からの検出菌はみられず,細 菌学的効果は 「不

明」と判定 した。 本剤投与による副作用および臨床検査値異常

はみられなかった。

症例6G.O.56歳,男 性,慢 性気管支炎

肺気腫を基礎疾患にもつ患者で,胃 潰瘍 ・十二指腸潰瘍の

既往がある。 今回,肺 気腫による呼吸苦で入院していたが,外
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Table 3 Laboratory findings before and after administration of AT-2266

Upper: Before, Lower: After

泊中38℃ 以上の発熱,咳 嗽,喀 痰(M痰)が 出現,帰 院 したた

めAT-2266を1日 量600mg使 用 開始 した。治療 開始 日の発熱

は37.2℃で投与5日 目には36.7℃ とな り,そ れ以降発熱は なか

った。咳嗽,喀痰 とも改善 し,臨 床効果は 「有効」 と判定 した。

本剤投与前の喀痰か らは起炎菌は検出 されず,投 与後 は喀痰が

なく細菌学的効果は 「不明」 と判定 した。 副作用 および臨床検

査値の異常はみられなかった。

症例7 H.T. 32歳,女 性,急 性気管支炎

特に基礎疾患のない患者である。 数週間前 より風邪 ぎみの 状

態で,一 時発熱したが,す ぐお さまっていた。 咳嗽,喀 痰が持

続するため当科を受診 した。AT-2266を1日 量600mg(14日

間)投 与したところ,喀 痰の減少(PM痰 →M痰),咳 嗽の消失

を認めたため臨床効果は 「やや有効」 と判定 した。 投与開始 日

の喀痰よりHaemophilus ,Neisseriaを 検出 したが,14日 目に

検査をしていないため細菌 学的効果は 「不 明」 である。 本剤投

与による副作用は認められなか った。

症 例8 T.J.88歳,女 性,慢 性膀胱炎

65歳 で胆石症および胆の う摘出の既往 があ り,左 片麻痺 の合

併症があ る。4月15目 当科入院 時,起 立不能のためカテーテル

を留置 した。 この頃 よ り膀胱炎症状を認めるも経過観察 してい

た。10月21日 下腹部不快感を訴え,38.7℃ の発熱を み た た め

AT-2266を1日 量600mg(5目 間)投 与 した。下腹部不 快感は

2日 目に消失 した。5日 目に37.1℃ であったが翌 日に36.7℃ と

平常体温に なり,そ の後発熱はみ られなかった。 本剤投与前の

尿培養か らE.coliが 検 出された。細菌学 的効果は 自覚症状の改

善,膿 尿お よび尿中細菌 の減少で 「減少」と判定 した。 本剤投

与 による副作用お よび臨床検査値の異常は認め られなかった。

症 例9 T.A. 80歳,女 性,慢 性膀胱炎

昭和48年 頸椎損傷の既往歴があ り,昭 和57年1月 不整脈 にて

入院加療中 の患者である。 入院時 よ り微熱が あ り,10月31日 排

尿痛,下 腹部不快感,腰 痛を伴 う38.8℃ の発熱 が 出現 した た

め,AT-2266を1日 量600mg(6日 間)投 与 した。腰痛以外の
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自覚症状は3日 目に消失,腰痛 も若干残る程度で臨床効果は「有

効」と判定した。投与前の尿培養でE.coliを 検出した。細菌学

的効果は膿尿,尿 中細菌の減少で 「減少」 と判定した。 本剤投

与による副作用および臨床検査値の異常は認められなかった。

III.　副 作 用

本剤投与による副作用は認め られ なか った。 また,本

剤投与前後の臨床検査成績か ら異常値 は認め られなかっ

た(Table 3)。

IV.　考 察

AT-2266はNa1idixic acid(NA),Piromidic acid(PA),

Pipemidic acid(PPA)な どと同系統の合成抗菌剤で,そ

のin vitroに おけ る抗菌力は優れ てい るのみならず,本

剤 を健康成人に経 口使用 した際の体内動態 は良好 で,血

中濃度は用量依存的に上昇 し,血 中半減時間はほぼ4～

6時 間,ま た生体内ではほ とんど代謝 されず24時 間で約

65%尿 中に回収 され るといわれ る8)。組織 内移行は動物

実験の成績4)か ら腎が もっとも良 く,つ いで肝,肺 の順

であ り,尿 路感染症,さ らに呼吸器感 染症に本剤の適応

が期待 され る。今回,使 用 した9例 の臨床効果は呼吸器

感染症で著効1例,有 効4例,や や有効2例,尿 路感染

症で有効2例 であった。使用例数が少ないため,本剤の

有効率を言及 しが たいが,9例 全例に副作用および臨床

検査異常値 を認 めなか うた ことは,比 較的安全であると

考え られた。
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CLINICAL STUDY ON AT- 2266

YUMIKO MURAYAMA, REIKO OKANO, MASAKATSU HAYAKAWA,

MASANORI ADACHI, KUNIO IMATAKA, MIEKO KAWAI, MASATO NAKANO,

KENICHI OKAYAMA, HISASHI TAKIZUKA and MASATAKA KATSU

Department of Internal Medicine, National Kasumigaura Hospital

AT- 2266, a newly developed pyridonecarboxylic acid derivative, was administered to 7 patients with respiratory
tract infections and 2 patients with urinary tract infections. The dosage was 600 to 900 mg/ day given in divided
doses three times daily for 5 to 14 days. The clinical response was excellent in 1 case, good in 6 cases, and fair in 2
cases. The success rate was 77.8%.

Neither side effects nor abnormal laboratory findings were found.


